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地域をまもれ！！  害獣柵設置活動 

高根地区では、近年頻発している農作物の害獣被害 

に対し、令和２年度地域を守る活動の一環として地区 

内の農地（設置希望者のみ）に害獣柵を設置しました。 

今回の設置は、総延長６，０００ｍと気が遠くなるよう 

な規模でしたが、地域を愛する皆さんの協働作業で 

無事完了することが出来ました。一人や二人では到 

底出来ないことでもみんなが力を合わせれば大きな 

大きな力となり、達成できる事もあるんだなあと感じ 

ました。 

うえつきむら活性化プロジェクト 活動参加メンバー大募集 
うえつきむら活性化プロジェクトは今年で５年目となります。このプロジェクトは、地

元を見直すことによる地域づくりと行事を通じての人の輪づくりを目指しておりま

す。 出来るだけ多くの皆さんに「出来る時に出来る事をする」を基本に気楽に参

加していただきたいと思っております。 

なお、メンバー登録いただいた方にはうえつきむらステッカーを差し上げます。 

連絡お問い合わせは実行委員長：三島弘行、 

各区長または事務局（植月コミュニティーセン 

ター℡38-5991月・水・金曜日9時～16時）まで 

お願いします。 

『 古を訪ねて 』 歴史探訪ウォーク開催される  

２月２８日、勝央町文化協会主催、うえつきむら活性化プロジェクト実行委

員会共催の植月の史跡をめぐるウォーキングを行いました。角土俵から明

神鳥居、慈圓寺、観音寺、寺山古墳、弁才天を順次回り日吉神社までの歴

史コース約３ｋｍと、続いて日吉神社から鳥羽野にある道標、萬福寺（観音

堂）を経由して再び日吉神社に戻るロマンコース約２．５㎞の２コースを設

定し、体力に合わせて選択ができるようにしましたが、多くの方が両コース

合計５．５㎞を踏破しました。当日は６４名の町内外からの参加者に加え、

うえつきむらプロジェクト実行委員会メンバーを含め約２０名がスタッフとし

て参加しました。好天にも恵まれ、全員無事に気持ちよく歩くことが出来ま

した。参加者からは植月にこんな史跡があったのを初めて知ったとの声が

多数聞くことが出来ました。 

植月に自家焙煎珈琲とカレーの店開店準備中 地区の活性化に貢献期待 
消防消防コミュニティセンター（機庫）の北側の旧蛟龍館(こうりゅうかん)を活用して

開業を計画されています。以下ご挨拶です。 

「植月の皆様 現在、県北部を中心に移動販売「喫茶Chimney」を営業させていた

だいております川口卓也と申します。この度ご縁をいただき、自家焙煎珈琲とスパ 

イスカレーをメインに２０２２年夏のオー 

プンを目標に開業を目指しております。 

今後、改装等で植月周辺に多々出入り 

をさせていただきます。お気軽にお声掛 

けをいただければ幸いです。どうぞ宜しく 

お願いいたします。」 

「のぼり」出来ました 
うえつきむら活性化プロジェクトでは、地域の行事やイベントを 

盛り上げるため、のぼりを作成しました。これからどんどん活 

用していきたいと考えております。また、サポーター企業で 

ご希望の方がおられましたら御社の地域貢献活動の一環と 

してご活用ください。 

第２回 文化講演会開催  

９月３０日、植月コミュニティセンターに於いて 

「勝央のまほろば植月郷」と題して、勝央町文化財保 

護委員会委員長赤木耕三さんにご講演頂きました。 

当初３月に実施を予定していましたが、コロナウィル 

スの影響で２度に及ぶ延期の末やっと実施にこぎつ 

けたものです。講演は植月郷が古来いかに素晴ら 

しいところだったかという内容で、講師の赤木 

さんが長年にわたり自らの足で確認された資 

料に基づき、日頃この土地で暮らしている私 

たちの知らなかった事や私たち自身が気が 

付かなかった視点でのお話を頂きました。 

当日は町長はじめ町内外から４２名の参加が 

あり、各々熱心に聞いて頂きました。 

うえつきむら新聞 うえつきむら活性化プロジェクト実行委員会 

行事予定 

4月 2日 植月保育園入園式 

4月 7日 勝央北小学校始業式 

4月 9日 勝央北小学校入学式 

4月25日 日吉神社祈年祭 

うえつきむら新聞「２０２１年春号」をお届けします 
桜の花も咲き始め暖かな春がやってきました。ご卒業、ご入学、ご就職等

新たな門出を迎えられた皆さん、見守って来られたご家族の皆さんおめで

とうございます。昨年来世界中が新型コロナの影響で大きな打撃を受けて

おり、身近なところでも多くの行事が中止、自粛となっておりますが、様々

な障害も「思い出」として、前向きに進んでいってほしいと思います。さて、う

えつきむら活性化プロジェクトでは、コロナ禍の中でも「今出来ること」を考

えながら、参加者の安全を一番に考慮しながら活動を展開していこうと考

えておりますので、今後とも皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

収穫祭 
１０月１８日、第３回目のうえつきむら収穫祭が開催されました。新型コロナ

感染対策に考慮し、規模を縮小しての開催でしたが、多くの皆さんにご参

加いただきありがとうございました。今後も安全には十分に配慮をしながら

地域を盛り上げる活動を継続していきたいと思っております。 

勝間田駅、新築工事完了 
勝央町の玄関 勝間田駅のおしゃ 

れな駅舎が完成しました。子供たち 

の通学や、地域の皆さんが便利に 

そして大切に使っていただけるとい 

いですね！！ 

多機能型消防車配備  

１２月１３日、植月消防団に新しく多機能型消防車が納車され植月消防コミュニティ

センターにて植月三区長・消防団出席のもと入魂式が執り行われました。 

この車両は従来の消火装備に加え、ＡＥＤ・チェーンソ 

ー・エンジンカッター・３６０度発光ＬＥＤ投光器・インバ 

ーター発電機などを装備したより災害時に対応した車 

両となっています。しかし、この消防車が活躍しないこ 

とを切に願っています。 

植月東コミュニティハウス進入路拡幅工事完了 
２年に渡って進めていた工事がこのほど完了しました。昨年度は国道からの入り

口部の土地の取得と拡幅、本年度は町の協力を得てコミュニティハウスまでの道

路を拡幅しました。同時に駐 

車場の整備も行い、自動車で 

の乗り入れがやり易くなりまし 

たので、これまでに増してどし 

どしご活用ください。 

この新聞の内容は、うえつきむらのホームページからも、 

ご覧いただけます。 うえつきむら 検索 
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・連絡先、問合せ先  
各地区区長または事務局（植月コミュニティセンター 

電話38-5991 月・水・金曜日9時～16時） 

２０２０年度 うえつきむらサポーターの御紹介  ご協力ありがとうございます。（五十音順に表示しています） 

発行者：うえつきむら活性化プロジェクト 

     実行委員会 
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